
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）
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・ダム長寿命化計画実施に向けた予算確保を働きかける。
・事業実施にあたり、予防保全的な手法を取り入れ、ライフサイクルコストの低減を図る。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
ダムの適切な洪水調節、利水補給の実施によ
り、流域住民の安全安心な暮らしが守られた。

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名

100.0 100.0

30年度 31年度年度 27年度

洪水調節、利水補給を実施するため適切な維持管理に努める。
・出水期前にダム管理演習を開催し、危機管理体制を確認
・渇水に備え、降雨、流況を把握するとともに、必要に応じて調整協議を実施
・機器の定期的な点検、保守を実施
・耐用年数を経過した設備、機器の計画的な更新及び予算の平準化、最小化を図るため、長寿命化計画を策定

うち一般財源（千円） 240,128 471,855

100.0

達成率

100.0

％

％

実績値

取組目標値

100.0

事　業　費（b）（千円） 691,130
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 下流域住民

（２）意図 洪水被害や渇水被害から守る。

○洪水調節：洪水から下流域住民を守るため、ダムの洪水調節を実施する。
○利水補給、渇水調整：渇水から下流域住民を守るため、ダムから利水補給を実施し、また、必要に応じて関係機関との調整を実施する。
○施設の維持管理：ダム機能維持のため、施設の点検及び老朽施設の修繕、更新を実施する。

評価実施年度： 平成２９年度

28年度 29年度

100.0 100.0

事務事業の名称 ダム管理事業

事務事業担当課長 河川課長　星野　充孝 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅱ－１－７
災害に強い県土づくり

県民の安全安心な暮らしの確保率（％）
目標値

（Ａ－Ｂ)／Ａ　 ※A=洪水調節日数+補給日数、B=被害日数（計
画規模を超えるものを除く）

・機器更新の主たる財源である交付金事業について、国の予算配分が厳しく、要望額に至らない割当
　額となっている。

・長寿命化計画実施に向けた予算確保
・ダム長寿命化計画の早期策定

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

①順調に進んでおり課題がないため検討してい
ない

実績値

達成率

－

・限られた予算で各設備の点検結果や老朽化の状況に応じて計画的な更新を行う必要がある。

６.成果があったこと（改善されたこと）


